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Abstract
The present study examined the factor structure of dietary education experiences in 
female adolescents.  The Dietary Education Experiences Scale was developed by Moroi 
and Kogirima (2009).  Female adolescents (N=265) completed this scale.  Also, The Past 
relationship Experiences with Parents Scale and the Drive for Thinness Scale (Baba and 
Sugawara, 2000) were administered to participants.  In addition, they estimated their 
height and weight.  The factor analysis (principal factor method with promax rotations) 
of the scale yielded five factors, labeled as follows; “experiences of traditional dishes,” 
“participation to production of food,” “cooking experiences,” “eating habits without fastidi-
ousness,” “regular eating habits.”   Results of the regression analyses suggested that emo-
tional bond with parents influenced dietary education experiences in elementary school 
age.  Drive for thinness in adolescent period was not significantly correlated with neither 
past experiences with parents or dietary education experiences in elementary school age.  
The significance of research in dietary education experiences was discussed.
Factor Structure of Dietary Education Experiences 
in Female Adolescents (Ⅱ): Past Relationship 
Experiences with Parents and Drive for Thinness.
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経験尺度が作成された。過去 <中学 3 年生の








































それぞれ 23.39, 22.47），②若者（20-29 歳）では，
「肥満者（BMI≧ 25）」が男性ではかなり増加






























































































































が大半であったが（211 名 <79.3%>），25 以
上の「肥満」カテゴリーの者が 6 名（2.3%），




































不適切であった（項目平均値 <1.5: exp_a_6, 
exp_b_5, exp_b_9, exp_c_4, exp_d_7, exp_f_4, 
exp_h_4 / 平均値≒ 1.5: exp_d_4, exp_e_4, exp_
f_5, exp_h_6 / 平均値≒ 3.5: exp_b_1, exp_e_9, 
exp_f_3, exp_g_6, exp_h_1, exp_h_5 / 平均値
>3.5: exp_b_10, exp_e_1 / SD<.600: exp_a_6, 
exp_b_9, exp_c_4, exp_d_7 / 項目番号は諸井・
小切間（2009）参照）。残りの 58 項目を対象










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































fa_a_4 父親は，よく私の相手をしてくれた。 .817 -.099 
fa_b_7 父親は，一緒にテレビを見ながら番組について私に話をしてくれた。 .710 -.027 
fa_b_1 父親は，世の中で起こっていることについて私に話をしてくれた。 .632 .046 
fa_b_5 父親と私は，２人で外出することがあった。 .599 -.002 
fa_a_1 父親は，自分の仕事や職場の出来事について私に話をしてくれた。 .590 -.057 
fa_a_7 父親は，家族旅行などでいろいろな所に私を連れて行ってくれた。 .555 .002 
fa_a_6 父親は，自分の子どもの頃や学生時代の思い出について私に話をしてくれた。 .552 -.021 
fa_b_2 父親は，私の頭を撫でたり，私の肩をたたいたりしてくれた。 .552 .099 
fa_a_8 父親は，私がどこで何をしているかをいつも気にかけていた。 .541 .299 
fa_b_11 父親は，私の誕生日には必ずプレゼントやカードをくれた。 .522 .038 
fa_a_2 父親は，運動会や発表会などの特別な行事には来てくれた。 .520 -.135 
fa_b_9 父親は，私の将来について気にかけていた。 .481 .326 
〔統制〕
fa_b_4 父親は，私のしつけに厳しく厳格な教育方針をもっていた。 .025 .799 
fa_b_6 父親は，叱ったり批判することが私のためになると思っていた。 -.069 .762 
fa_b_10 父親は，私が悪いことをした時，かっとして怒った。 -.096 .722 
fa_a_5 父親は，私に口答えを許さなかった。 -.225 .714 
fa_a_9 父親は，私の帰宅時刻にうるさかった。 .217 .554 
fa_b_3 父親は，私の身なりについていろいろ注文をつけてきた。 .079 .492 
fa_a_11 私のことについては，父親が最後には決めていた。 .155 .479 







(a): 平均値 <1.5; (b):平均値≒1.5;  (x):初期共通性 <.250
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mo_b_4  母親は，私のしつけに厳しく厳格な教育方針をもっていた。 .719 .088 
mo_b_6  母親は，叱ったり批判することが私のためになると思っていた。 .655 -.079 
mo_a_5  母親は，私に口答えを許さなかった。 .654 -.103 
mo_b_10 母親は，私が悪いことをした時，かっとして怒った。 .582 -.001 
mo_a_11 私のことについては，母親が最後には決めていた。 .554 -.148 
mo_b_3  母親は，私の身なりについていろいろ注文をつけてきた。 .548 .163 
mo_a_9  母親は，私の帰宅時刻にうるさかった。 .543 .100 
mo_a_8  母親は，私がどこで何をしているかをいつも気にかけていた。 .406 .268 
〔情動的絆〕
mo_a_6  母親は，自分の子どもの頃や学生時代の思い出について私に話をしてくれた。 -.067 .732 
mo_b_7  母親は，一緒にテレビを見ながら番組について私に話をしてくれた。 -.088 .679 
mo_a_10 母親は，自分の好みの異性タイプについて私に話をしてくれた。 -.024 .611 
mo_b_1  母親は，世の中で起こっていることについて私に話をしてくれた。 .025 .592 
mo_a_3  私の異性の友だち関係について母親の方から尋ねてきた。 .118 .511 
mo_b_2  母親は，私の頭を撫でたり，私の肩をたたいたりしてくれた。 -.038 .500 
mo_a_7  母親は，家族旅行などでいろいろな所に私を連れて行ってくれた。 .147 .402 











(a): 平均値 <1.5; (c)平均値≒3.5; (d): 平均値 >3.5; (x): 初期共通性 <.250
Table 1-c　痩身願望尺度に関する主成分分析の結果－未回転第Ⅰ主成分負荷量－
未回転第Ⅰ主成分負荷量
th_a_1  体重が増えるのが怖い。 .666 
th_a_2  もっと痩せたいという思いで頭がいっぱいだ。 .853 
th_a_3  体重にとらわれている。 .783 
th_a_4  何が何でも体重を減らしたい。 .832 
th_a_5  もっと痩せていたらと悔やむことが多い。 .801 
th_a_6  体力が落ちてもとにかく痩せたい。 .630 
th_b_1  少しでも早く痩せたい。 .816 
th_b_2  痩せられると聞けば何でもする。 .694 
th_b_3  自分が痩せることを考えるとわくわくする。 .729 




初期固有値≧ 5.801； 初期説明率 58.01%
(d):平均値 >3.5
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α係数 項目 - 全体相関値 (a) 平均値 標準偏差 正規性の検定 (b)
〔対父親・対母親接触経験尺度〕
父親 _情動的絆 .871 .443 ～ .727 2.61 0.66 z=1.434 p=.033
父親 _統制 .834 .465 ～ .724 2.15 0.71 z=1.256 p=.085
母親 _統制 .811 .438 ～ .664 2.76 0.61 z=1.273 p=.078
母親 _情動的絆 .774 .390 ～ .622 2.67 0.63 z=1.291 p=.071
〔食育経験尺度〕
伝統的料理への接触 .871 .508 ～ .736 2.23 0.70 z=1.194 ns.
食料生産への関与 .860 .550 ～ .732 2.16 0.85 z=1.804 p=.003
料理経験 .749 .457 ～ .612 2.37 0.76 z=1.431 p=.033
選り好みのない食生活 .736 .377 ～ .614 2.92 0.75 z=2.113 p=.001
規則正しい食生活 .651 .357 ～ .478 3.22 0.51 z=2.173 p=.001



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































伝統的料理への接触 母親 _情動的絆 β=.282 p=.001
父親 _統制 β=.123 p=.038
R2=.100 p=.001
食料生産への関与 父親 _情動的絆 β=.134 p=.029
R2=.018 p=.029
料理経験 父親 _情動的絆 β=.202 p=.003
母親 _情動的絆 β=.145 p=.032
R2=.090 p=.001
選り好みのない食生活 母親 _情動的絆 β=.133 p=.030
R2=.018 p=.030








父親 _情動的絆 -.772 
父親 _統制 -.425 
母親 _統制 -.199 







［正準相関 ] .395 p=.001
N=265
Ⅱ軸 : .179, p=.392
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る指摘から導かれている。しかしながら，男女


































































































人間生活学科 2009 年度卒業生）が第 1著者の下で卒
業研究として処理・解析作業に取り組んだ。
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